




































ある。クヌース自身， WEB というシステムを開発している。 WEB はもと
もと TEX システムを記述するために開発された。現在，これを用いてい
る人間はほとんどいない。このコンセプトをより単純化したものが， 
Ramsey （1994）の noweb である。
この noweb を統計ソフト S でもちいたのが Leisch （2002）の Sweave で
ある。これはあとでフリーソフト R に拡張された。これによって LATEX 
に R のコマンドを埋め込むことができる。そうすれば計算結果のコピペに
よるエラーなどが回避可能となる。 Sweave は R に標準搭載されていて，
パッケージのマニュアルはこれで作成されている。埋め込んだファイルの
拡張子は S の場合 Snw で，R の場合 Rnw である。
Sweaveをよりカラフルに便利に用いたのが Xie の knitr である。当初 
knitr は Sweave 互換であったが，現在は互換性はない。tex ファイルを出
力するだけでなく， markdown で作成されたに R コードを埋め込むことに
よって， html にも出力することができる。さらに， python など，他の言語








計量経済学において Koenker and Zeileis （2009）が再現可能性の研究に
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ついて議論している。そこで議論しているのは R と Sweave であり， knitr




しているが，本稿のように XeLaTeX についての議論はない。なお 
XeLaTeXについては宮﨑（2015a）を参照されたい。





















<<setup, include =FALSE, echo=FALSE, warning =FALSE, message
=FALSE>>= 
library(knitr) 
opts _chunk$set(echo =FALSE, warning=FALSE, message =FALSE) 
@
とオプションとして指定しておけば，以降の他のチャンクでもこれが指定
される。warning=FALSE や message=FALSE としないとライブラリの読み
込みで意図しないメッセージが出力される。





Rscript -e "library(knitr); knit('myfile.Rnw', encoding='utf-8')"
とする。そうして tex ファイルを生成する。その後，通常の latex を実行
する。日本語まじりの文章でも対応しているが，platex は RStudio 上では
使えない。
　逆に Rnw ファイルから Rファイルを作るには，Rのコンソール上で 
rnorm(10)
##[1]-0.1210453 -0.6899701 -0.9222474 -1.0707664 -11.6823629 1.0397053



















<<echo =FALSE, fig.width=7, fig.height=5, warning =FALSE, 
message =FALSE, dev ='pdf'>>= 











<<echo=FALSE, fig.width=7, fig.height=5, warning=FALSE, 
message=FALSE, dev='cairo_pdf'>>= 
par(family="IPAGothic") 




warning を必ず FALSE にしなければならない。


















































































































































# the kframe environment does not work with allowframebreaks, 
so remove it 
knit_hooks$set(document = function(x) { 
gsub('\\\\(begin|end)\\{kframe\\}', '', x) 
}) 
@








upbibtex で bbl ファイルが生成されていて変更していないのなら， 
RStudio 上から実施すればよい。そうでないと RStudio の外からコンパイ
ルして, bbl ファイルを生成する必要がある。 
３　md（マークダウン）
knitr は Rmd という形式でも作成することが可能である。 Rmd は 





簡単に作成でき， html に出力可能である。 GitHub などのサイトでは html 
に変換せずにマークダウン形式のままでファイルをアップロードすればサ




このマークダウン記法を Rに埋め込んだ形式を Rmd 形式という。 
RStudio をつかえば，コマンド部分を knitr で出力し， pdf だけでなく， 

















# This is H1 
## This is H2 
### This is H3 
#### This is H4 
##### This is H5 
###### This is H6
最初の２つは次でも代替可能である。
This is H1 
========== 
This is H2 
----------
3.3　文字修飾 
◦イタリックは *...* もしくは _..._ で囲む。
学術研究のためのオープンソース・ソフトウェア（4）：knitr
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◦太字は **...** もしくは __...__ で囲む。
◦取消線をつけるには, ~~...~~ で囲む。 
3.4　箇条書き 







◦インラインコードはシングルバッククオート (`) で囲む。 
◦コードブロックはバッククオートを３つ並べた行 (```) で挟む。
3.7　数式 
◦インライン数式モードは $...$ もしくは \(...\) で囲む。 












First Header | Second Header | Third Header 
------------ | ------------- | ------------
Content Cell | Content Cell  | Content Cell 
Content Cell | Content Cell  | Content Cell
もし配列を調整したい場合,次のようにする. 
First Header | Second Header | Third Header 
:----------- | :-----------: | -----------: 
Left         | Center        | Right 




◦相対パス上の画像は ![テキスト](figures/picture.png) とする。 
3.10　リンク・相互参照 




com "a Safari extension") とする。
なお，相互参照は pdf 出力にかんしては latex のコマンドをそのまま入






参考文献は pandoc を導入することで latex と html 出力について出来る











◦行頭から行末まで ３個以上のアスタリスク (*) もしくはハイフン 
(-) があり，前後の行が空白行の場合，水平線に変換される。
４　Rmd
この節ではマークダウン記法にどのように R コードに埋め込んで， 
RStudio で文書を作成していくかみていく。 Rnw 形式は pdf しか出力でき













を付け加える。インラインは `r...` とすればよい。 pdf 出力の際のオプ
ションは Rnw のときと同じである。 RStudio で R Markdown 形式のファ
イルを新規作成すると簡単なテンプレートが出てくる。 html 出力はブラウ
ザがそのまま出力することができる。 word 出力のためには Microsoft 
word がインストールされていないといけない。pdf 出力は latex がインス
トールされていないといけない。latex として texlive 2013以上が必要であ










































BXjscls が内部的に使うから geometry を使用してはいけない。
　http://qiita.com/naqtn/items/7469a07ea797df5e2ecc 
なお，ここでは xelatex であるが，最新の BXjscls を使っていれば， latex





































```{r setup, include=FALSE} 
library(knitr) 
opts_chunk$set(size = 'footnotesize') 
options(width=60) 
knit_hooks$set(document = function(x) { 
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こ の 設 定 を 加 え， さ ら に 分 割 表 示 さ れ る 場 合 に は 以 下 の よ う に 
{.allowframebreaks} を付け加えるよい。 
たとえば 














図は Rnw とほぼ同じように出力することができる。 latex の場合 pdf 出
学術研究のためのオープンソース・ソフトウェア（4）：knitr
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力でよいだろう。 word や html だと png 形式での出力のほうが望ましい。
チャンクにオプションつけなければ， dev='png' を意味し， png 形式のフ
ァイルが作成される。
なお Rmd 形式において tikz で日本語が含まれているときには以下の
ように変更しなければならない。
```{r,dev='tikz', warning=FALSE, message=FALSE, echo=FALSE} 
library(tikzDevice) 
options(tikzDefaultEngine='xetex') 
options(tikzXelatexPackages = c(getOption('tikzXelatexPackages'), 
'\\usepackage[ipa]{zxjafont}'))











htmlの場合， xtable では次のようにオプション type='html' を付け加
えればよい。





stargazer では次のようにオプション type= 'html' を付け加えればよい。




texreg では次のようにコマンド htmlreg に変更すればよい。





word の場合は表をうまく扱えない。 kable を使えばマークダウン形式
の表を出力してくれるので， word でも pdf でも html でもあつかえる。




hc <-vcovHC(fm, type="HC1") 
ct <-coeftest(fm, vcov = hc) 
kable(as.matrix(ct[,]),format="markdown") 
``` 
kable は knitr を導入することで実行できるようになる。ただ kable はオ
ブジェクトとして dataframe と matrix しか扱えない。もうすこし表を装飾
したい場合 pander というライブラリを用いればよい (http: //rapporter. 
学術研究のためのオープンソース・ソフトウェア（4）：knitr
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github.io/pander/)。なお pander も summary(fm) は上手く出力するが， 
coeftest(fm) はやはり上記のような修正が必要である。
word の場合， stargazer や texreg  などの複数の回帰分析結果をまとめ
る表は一発で綺麗に変換してくれない。対応策として，綺麗さを犠牲にする
ならコマンド screenreg でテキスト表示するようにすればよい。 screenreg 
のとき，チャンクオプションの results が必要なくなることに注意されたい。














htmlreg(list(fm1, fm2), file="mytable.doc", inline.css= FALSE, 



























if (out_type == "docx") { 







　　html = stargazer(fm0,fm1, type="html"), 












自動的に反映される。RStudio 上ではコードの実行や knitr を実施に専念
すればよい。







Texmaker ではまず [User]=>[User Commands]=>[Edit User Commands] 









数ある。たとえば Emacs, sublime text, Atom などである。私は Emacs の 
markdown-mode+polymode+ess を組合せて使っている。ただ Emacs は20
年以上前の古いエディタなのでこれからはじめる人におすすめできない。
私見であるが Atom (https://atom.io/) が今後主流になりそうである。
5.2　外部ファイル 
Rnw ファイルや Rmd ファイルに R コードを埋め込まず，外部ファイル
を読み込むことができる。詳しくは以下のサイトを参考されたい。 
　http://yihui.name/knitr/demo/externalization/
例えば hoge.R という名前の以下の外部ファイルがあるとする。 
## ----test-a ----
1+1 






ここで，ラベルとして，## ----ラベル名---- とする 
これを読み込ませるには，まず， 









5.3　spin & stitch 
RStudio で R ファイルから， ’compile notebook’ ボタンをおせば， html 
ファイルなどを生成してくれる。これは knitr の spin というコマンドを
動かしている。




































R ファイルからドキュメントを作成数コマンドとして， spin() のほか
に， stitch() がある。これは spin() と違い，予めテンプレートを作成し
てそれをもとにドキュメントを作成する。詳しくはヘルプを参照されたい。 
まとめ
この研究ノートでは再現能研究のための R のパッケージを紹介した。 
tex ファイルに R コードを埋め込んだ Rnw ファイルだけでなく，マークダ
ウン記法に R コードを埋め込んだ Rmd ファイルについて，どのようにす
ればよいかを概説した。とくに Rmdファイルでは図表を pdf 形式だけでな









ての計算結果やメモを Rmd ファイルで日本語で記録する。たとえば hoge.
Rmd とする。これをもとに html ファイルを生成し，中間報告やすべての計
算を実施する。すべてのチャンクにラベルを付けておく。
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ムの世界で知られている DRY （Don’t Repeat Yourself）原則 （ハント・デ
ビッド，2000）は再現可能研究には不可欠である。
実は私は論文作成のとき Rnw ファイルをほとんど扱わない。さらに 
latex も共同研究者が  latex しか使えないときにしか latex を扱わない。実
はそれをグラフィカルに表示してくれる LyX というアプリケーションで
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